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１. 研究の目的



１. 研究の目的

バンテリンドームナゴヤを複合施設化（ボールパーク化）した場合に、

愛知県に与える経済波及効果を推定し、エスコンフィールドと比較する。



2. この研究を行った背景



２. この研究を行った背景

・エスコンフィールドの建設による経済効果が目覚ましいものである。

来季からプロ野球・北海道日本ハムファイターズの本拠地となる新球場「エ
スコンフィールド北海道」（北海道北広島市）について、関西大の宮本勝浩
名誉教授は、道内への経済効果が約1634億円に上るとの試算を公表した。今
後10年間の総額は約6788億円に達するとみており、宮本名誉教授は「効果は
非常に大きく、新しいまちづくりの手本になる」と指摘している。

https://mainichi.jp/articles/20221220/k00/00m/050/123000c



２. この研究を行った背景

昨年3月に開業したプロ野球日本ハムの新球場「エスコンフィール
ド北海道」（北広島市）を中核とした複合施設「北海道ボールパー
クFビレッジ」の12月末までの総来場者数は、目標の300万人を上
回る346万4637人だった。24日、運営する「ファイターズ スポー
ツ＆エンターテイメント」（FSE）が発表した。

https://www.asahi.com/articles/ASS1S651WS1SIIPE00V.html?msockid=39e95d377ac96a6e1655
49687b236b75



3. 先行研究



３. 先行研究

八尋和郎，外井哲志，梶田佳孝（2011）「プロ野球観戦者がも

たらす関連産業への来客と経済効果の研究 ー福岡ソフトバン

クホークスを事例として」

【手法】アンケートと産業連関分析により、来場者の個人属性、消費
行動、周遊行動、生産波及効果、集客原単価モデルを分析した。

【結果】福岡ソフトバンクホークスは、ドーム外で周遊行動および消
費を生み出し、福岡市のみならず福岡市以外の地域にも大きな影響を
及ぼしていることが明らかになった。



３. 先行研究

村山龍平，居城琢（2022）「明治神宮野球場におけるプ
ロ野球が与える経済効果について」

【手法】アンケートと産業連関分析により、明治神宮球場で行われるプ
ロ野球が与える経済効果を、ビジターチームとホームチームに分けて推
定した。

【結果】プロ野球の試合の経済的影響が大きなものであることと、ホー
ムチームのファンが与える経済効果は、ビジターチームのそれよりも大
きくなることが判明した。



4. 基本情報



4.1エスコンフィールドとバンテリンドームの比較

バンテリンドームナゴヤ エスコンフィールド北海道

愛知県名古屋市東区

中日ドラゴンズ

3.6万人

10.5 ha

所在地

球団

収容人数

敷地面積

北海道北広島市

日本ハムファイターズ

3.5万人

32 ha



4.2エスコンフィールド



5. 研究の概要と結果



5.1 研究の概要

愛知県の産業連関表（平成27年（2015年）愛知県内外2地域間産

業連関分析ワークシート）を用いて、バンテリンドームを複合施

設化した際の経済波及効果を推定する。

【産業連関分析】

需要がどれだけ生産を産むのかを知るための手法

需要について、建設に伴う需要と野球観戦者による需要に分けて

推定する。



5.2 研究の結果

バンテリンドームナゴヤをボールパー
ク化することによる経済波及効果は約
608億円
→ 経済波及効果は需要の推計の総合計
額（317億円）の約1.9倍に



6. 需要の推定



6.1 建設に伴う需要を推定する

・野球場の建設費：収容人数１万人あたり73億円
全国８球場（京セラ、札幌、ナゴヤ、埼玉、東京、マツダ、西部、 マリンフィールド）の

収容人数と建設費のデータより平均値を算出

・エスコンフィールドの球場建設費以外の費用：344.5億円

73億円×3.5（エスコンフィールドの収容人数）= 255.5億円 600億円 - 255.5億円 = 344.5億円

・バンテリンドームをボールパーク化するのに必要な費用：110.24億円

エスコンフィールドとバンテリンドームの面積比から算出 344.5億 × 0.32 = 110.24億



6.2施設利用者による需要を推定する

・札幌ドームからエスコンフィールドへの移転により、年間来場者数は

1.6倍（129万⇒207万）※札幌ドーム最終年の2022年とエスコンフィールドの2024年の比較

→ バンテリンドームの野球観戦者が1.6倍増加し、その他イベント来

場者は変化しないものと想定

218万人 × 1.6≒ 349万人 （野球観戦者）

134万人（その他イベント来場者）

349万人 + 134万人≒ 483万人（総来場者数）



6.2施設利用者による需要を推定する

八尋和郎，外井哲志，梶田佳孝（2011）「プロ野球観戦者がもたらす関連産業への来客と

経済効果の研究 ー福岡ソフトバンクホークスを事例として」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/

娯楽サービス 349万×(2747+827) 

= 12,473,260,000円

※1655×1/2=827.5≒827

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/


6.2施設利用者による需要を推定する

八尋和郎，外井哲志，梶田佳孝（2011）「プロ野球観戦者がもたらす関連産業への来客と

経済効果の研究 ー福岡ソフトバンクホークスを事例として」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/

飲食店 349万×（827+242+340）

= 4,917,410,000円
※1655×1/2=827.5≒827

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/


6.2施設利用者による需要を推定する

八尋和郎，外井哲志，梶田佳孝（2011）「プロ野球観戦者がもたらす関連産業への来客と

経済効果の研究 ー福岡ソフトバンクホークスを事例として」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/

運輸 349万人×2024 =       

7,063,760,000円

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/


6.2施設利用者による需要を推定する

八尋和郎，外井哲志，梶田佳孝（2011）「プロ野球観戦者がもたらす関連産業への来客と

経済効果の研究 ー福岡ソフトバンクホークスを事例として」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/

宿泊所 349万×1220  

=4,257,800,000円

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/


6.2施設利用者による需要を推定する

八尋和郎，外井哲志，梶田佳孝（2011）「プロ野球観戦者がもたらす関連産業への来客と

経済効果の研究 ー福岡ソフトバンクホークスを事例として」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/

商業 349万×490 = 

1,710,100,000円

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/


6.2施設利用者による需要を推定する

八尋和郎，外井哲志，梶田佳孝（2011）「プロ野球観戦者がもたらす関連産業への来客と

経済効果の研究 ー福岡ソフトバンクホークスを事例として」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/

分類不明 349万 × 70 =       

244,300,000円

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/46/1/46_1_37/_article/-char/ja/


6.3需要の推定 まとめ

建設 1,102,400,000円

娯楽サービス 12,473,260,000円

飲食店 4,917,410,000円

運輸 7,063,760,000円

宿泊所 4,257,800,000円

商業 1,710,100,000円

分類不明 244,300,000円

総合計額 31,769,030,000円

⇒この数値を産業連関分析ツール (Excel) に入力する



7. 産業連関分析の仕組み



7.1産業連関表

産業連関表とは、国内経済において一定期間に行われた財・サービスの産業間

取引を１つの行列に示した統計表である。縦方向を列といい、横方向を行とい

う。



7.1 産業連関表

縦(列)方向は、各産業において、

商品を生産するのに要した費用の

構成(投入)がわかる。

横(行)方向は、各産業において、
生産した商品の販路構成(産出)が
わかる

県内生産額 = 中間投入額 + 粗付加価値額

県内生産額 = 中間需要額 + 最終需要額 –

移輸入額



7.2 経済波及効果

需要増加額
(初期需要額)

県内需要
増加額

雇用者所得
誘発額
(直接)

粗付加価値
誘発額
(直接)

原材料増加額
(直接)

粗付加価値率

県内
自給率

直接効果

県内自給率



7.2 経済波及効果

県内需要
増加額
(直接)

生産
誘発額

(第一次)

雇用者所得
誘発額

(第一次)

粗付加価値
誘発額

(第一次)

県内自給率
逆行列係数 粗付加価値率

一次波及効果



7.2 経済波及効果

雇用者所得
誘発額

(直接 + 第一次)

消費支出
増加額

粗付加価値
生産誘発額

(第二次)

生産
誘発額

(第二次)

県内需要
増加額

雇用者所得
誘発額

(第二次)

二次波及効果



7.3 総効果

経済波及効果 = 直接効果 + 第一次波及効果 +第二次波及効果



8. 分析結果



８. 分析結果

ナゴヤバンテリンドームをボールパーク化することによる経済波及効
果は約608億円
→ 経済波及効果は需要の推定の総合計額（約317億円）の約1.9倍に



9. おわりに



9.1 結論

ナゴヤバンテリンドームをボールパーク化することによる経済波及効果

：約608億円

→ 経済波及効果は需要の推定の総合計額（約317億円）の約1.9倍に

エスコンフィールド札幌による経済波及効果：約1634億円

⇒規模(敷地面積)が約1/3であることを考慮すれば、

十分な経済波及効果であると考えられる



9.2 課題

・野球観戦者以外による経済効果を推定していない

・北海道に固有の費用が含まれている可能性

（防寒設備、融雪設備など）

・バンテリンドームの敷地面積に限界があることを考慮し

ていない
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ご清聴ありがとうございました！
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